
 

 

第８回テンサイシストセンチュウ対策検討会議 

（令和４年１月 20 日） 

 

１．経緯 

令和２年１月に開催した第６回テンサイシストセンチュウ対策検討

会議において、 

① Hsが確認された全てのほ場が検出限界以下となり、 

② かつ、農業者自らが日常の営農管理の中で検出限界以下を維持で 

きるような防除体系が確立すること 

をもって、緊急防除を終了することとされた。 

 

２．令和３年度の取組結果 

（１）これまで Hs が確認されたことがあるほ場及び今年度の新規発生ほ

場の計 218 ほ場で、D-D剤の防除等を実施した結果、201ほ場（92％）

が検出限界以下となり、17ほ場で Hsが検出。 
 
【Hsが検出された原因】 

① 新規発生ほ場や、年度途中で栽培計画を変更したほ場の土壌消毒

が冬季まで遅延し、防除効果が低下。 

② 無防除でブロッコリー、キャベツ等を栽培したため、Hs が高密度

で再検出。 

 

（２）イノベーション創出強化研究推進事業（令和元年度～３年度）にお

いて、輪作を前提とした防除体系を作成。 

 

（３）一方で、今年度に実施した実証試験の結果、寄主植物の連作を行う

場合には、作付け前に D-D剤による防除を１回実施しただけでは、検

出限界以下を維持できないことが判明。 

 

３．令和４年度以降の緊急防除 

（１）Hs が検出されている 17ほ場について、引き続き防除対策を実施す

る必要があるため、緊急防除を延長する。 

 

（２）今年度作成した輪作を前提とした防除体系について、現地での実証

試験を実施することとし、実証試験に要する２年間を緊急防除の延長

期間（令和６年３月末まで）とする。 

 

 

 



（３）全ての Hs 発生ほ場を検出限界以下とし、かつ、輪作を前提とした

防除体系の効果が現地で実証されることをもって、令和６年３月末に

緊急防除を終了する。 

 

（４）国及び長野県は関係機関等との連携を密にし、防除対策及び実証試

験を確実かつ効果的に実施するため、新規発生ほ場も含め Hs が確認

された実績のある全てのほ場について、ほ場ごとの防除計画に基づく

防除が適時に実施されるよう管理を徹底することとする。 

 

４．その他 

今年度の実証試験の結果から、検出限界以下を維持するためには、輪

作を行いながら防除を行っていくことが効果的かつ効率的であると考

えられるが、防除区域（原村）の要望を踏まえ、緊急防除の実施と並行

して、長野県が主体となり、連作を前提とした防除体系を確立するため

の実証試験を実施する。 


